









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































―キリシタン資料における 「あい （愛） 」 の一考察として―
	
漆﨑
　
正人
　
京都大学人文科学研究所蔵『天地瑞祥志』翻刻・校注
　　
―「第一」の翻刻と校注（一）
	
水口
　
幹記・田中
　
良明
　〈小特集・幸田露伴〉　
幸田露伴の〈国民〉
　　
―『土偶木偶』と『普通文章論』―
	
関谷
　　
博
　『普通文章論』に見る幸田露伴の文章観
	
揚妻
　
祐樹
　
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　
道南・南茅部地区の昆布漁に関する生活語彙の研究
	
中村
　
円香
　
二〇一四年度日本語・日本文学科卒業研究題目
第九十四号
　
二〇一六年三月三十日
　『二日物語』と『封じ文』　　
―露伴小説における悟達と情念―
	
　
関谷
　　
博
　
外来語「カルタ」成立の周辺
　　
―『日葡辞書』と
carta ―
	
漆﨑
　
正人
　
京都大学人文科学研究所所蔵『天地瑞祥志』翻刻・校注
　　
―「第一」の翻刻と校注（二）―
	
水口
　
幹記・田中
　
良明
　
尾崎紅葉の文章観
　　
―〈隠形〉と〈顕形〉 狭間で―
	
揚妻
　
祐樹
第九十五号
　
二〇一六年十一月三十日
　
学人
　露伴―（一）雅号―
	
関谷
　　
博
　
外来語「カルタ」の成立をめぐって
　　
―『羅葡日対訳辞書』と
carta ―
	
漆﨑
　
正人
　
肉声の語り
　　
―尾崎紅
葉
『伽羅枕
』
におけ
る
「発話
」「心話
」「地
」
の処理―
	
揚妻
　
祐樹
　
二〇一五年度日本 ・日本文学科卒業研究題目
182
第九十六号
　
二〇一七年三月三十日
　
近世の『源氏物語』巻名和歌
　　
―冷泉為村を中心に―
	
山本
　
綏子
　
キリシタン語学書における
　　
ポルトガル語接続詞
ou
の職能について
	
漆﨑
　
正人
　
偶然確定条件から見た二葉亭四迷の文章
	
揚妻
　
祐樹
　第九十七号
　
二〇一七年十一月三十日
　
国語科教育法に向けて
　　
教材研究１
［中学編］
魯迅『故郷』 ―
「紺碧の空に金色の丸い月」
―
　　
教材研究２
［高校編］
漱石
『夢十夜』 ―
「第一夜」 と
「第六夜」
の学習―
	
関谷
　　
博
　
安部公房『壁』論
	
佐藤早希子
　
翻刻
　キリシタン版『さるばとる・むんぢ』
	
漆﨑
　
正人
　〈語り〉と語彙　　
―二葉亭四迷訳「あひゞき」初訳・改訳間の自立語対照―
	
揚妻
　
祐樹
　
二〇一六年度日本語・日本文学科卒業研究題目一覧
第九十八号
　
二〇一八年三月三十日
　
夏目漱石『夢十夜』論
　　
―〝ひとつの物語〟として―
	
関谷
　　
博
　
高橋たか子『亡命者』論
　　
―「プスチニア」をめぐって
	
種田和加子
　
戦争の記憶／記憶の戦争
　　
―奥泉光「石の来歴」論
　前編（構造主義的分析）
	
菅本
　
康之
　
キリシタン資料における「じあい（慈愛） 」について
	
漆﨑
　
正人
　
書道科教育法の改善の方向に関する一考察
	
押上万希子
　〈語り〉と文法―文章研究のために―
	
揚妻
　
祐樹
